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 ひ
火

う

打ち
いし

石は
なに

何でできているの 

●フリント（
せきえい

石英の
いっしゅ

一種）や
こく

黒よう
せき

石など 

 
ひ

火
う

打ち
いし

石は、フリントという
せきえい

石英の
いっしゅ

一種や、
こく

黒よう
せき

石、けい
せき

石、
ぎょく

玉ずいなどの
がんせき

岩石が
つか

使わ

れてきました。フリントには、
はいいろ

灰色や
こくしょく

黒色のものが
おお

多いのですが、うすい
みどり

緑、
き

黄などの
いろ

色

があります。 

 これらの
がんせき

岩石は、かたくて、
わ

割れ
くち

口がするどいので、
いし

石を
う

打ち
あ

合わせて、
ひ

火を
お

起こすのに
てき

適しています。 

 
ひ

火
う

打ち
いし

石は、
ひ

火を
お

起こすときに
つか

使う
いし

石として、
つか

使われてきました。
はじ

初めは、
ひ

火
う

打ち
いし

石どう

しを
う

打ち
あ

合わせて、
ひ

火を
お

起こしていました。 

 その
ご

後、
ひ

火
う

打ち
がね

金や
ひ

火
う

打ち
がま

鎌という、
て

手であつかいやすい
おお

大きさの
もくざい

木材に、
こうてつ

鋼鉄をはめこ

み、これに
いし

石を
う

打ちつけて
ひ ば な

火花を
だ

出し、
ひ

火を
お

起こすようになりました。 

●
お

起こした
ひ

火をうつしとる 

 
ひ

火
う

打ち
いし

石で
お

起こした
ひ

火を、うつしとるもの（
ほ く ち

火口）に、
むかし

昔は、くさった
き

木や、ガマ、ア

サ、イチビなどの
しょくぶつ

植物のくきを
や

焼いて、
け

消し
ずみ

炭をとり、それを
こな

粉にしたものを
つか

使っていま

した。 

 その
ご

後、ツバナ（チガヤ）やガマの
ほ

穂や、パンヤに
えんしょう

煙硝（
しょうさん

硝酸カリウム）などを
くわ

加え、
あか

赤、
くろ

黒、などにそめたものが、
う

売られるようになりました。（監修・青木 国夫） 
 

 


